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カ
ラ
ー

ー
豊
か
さ
と
活
力
に
満
ち
た
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

ビ
「
国
際
交
流
盛
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ま
ち
」
を
目
指
し
て
|
_
|

3
生
涯
学
習
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

4
共
同
設
置
教
育
委
員
会
の
事
務
局
体
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と
広
域
人
事

教
育
長
か
ら
一
言

教
育
長
の
一
週
間

資
料
教
育
委
員
会
の
現
状
に
つ
い
て

エ
ッ
セ
イ
ロ
地
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性
化
に
つ
い
て
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介

提
言

論
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求
め
ら
れ
る
「
連
携
協
力
」
体
制

こ
れ
か
ら
の
教
育
委
員
会
に
期
待
さ
れ
る
も
の

（
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者
）
石
川
忠
雄
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伊
藤
政
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／
奥
山

岐
路
に
立
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教
育
委
員
会

生
涯
学
習
社
会
と
教
育
委
員
会

広
域
市
町
村
園
に
お
け
る
教
育
行
政
の
活
性
化

親
は
子
と
も
の
脇
役
で
し
か
な
い
こ
と
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覚
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必
要

課
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導
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ぎ
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t
i
昂
市
長
ば
知
刻
意
欲
朔
て
お
っ
た
。

地
域
の
活
性
化
の
動
き
の
な
か
で
、
規
模
の

｀
 

大
小
や
歴
史
的
、
文
化
的
特
性
に
よ
っ
て
、
画

一
的
で
な
く
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
特
色
が
生
か

さ
れ
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
む
し
ろ
人
口
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
く
、

小
さ
な
行
政
単
位
の
方
が
小
ま
わ
り
が
利
き
、

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
強
力
な
推
進
者
を
得
れ

ば
、
ユ
ニ
ー
ク
で
大
胆
な
活
動
が
可
能
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。
大
規
模
な
地
域
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
が
多
く
、
各
方
面
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を

得
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
特
色
の
あ
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
実
現
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
も
多

い
。
那
覇
よ
り
先
に
浦
添
市
に
公
立
美
術
館
が

開
設
さ
れ
た
の
は
、
十
分
理
由
の
あ
る
こ
と
だ

と
理
解
で
き
た
。

一
方
、
彫
刻
の
あ
る
街
づ
く
り
で
も
、
こ
と

し
五
月
、
東
京
都
清
瀬
市
に
「
キ
ヨ
セ
ケ
ヤ
キ

ロ
ー
ド
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
が
完
成
し
た
。
人
口
六
万

人
あ
ま
り
の
小
都
市
清
瀬
が
名
物
の
「
け
や
き

通
り
」
に
、
柳
原
義
達
、
淀
井
敏
夫
、
堀
内
正

和
、
佐
藤
忠
良
、
舟
越
保
武
ら
超
ベ
テ
ラ
ン
か

みき・たもん 1929年生。東京都出身。早稲田大学文学部

卒。 1952年開設以来東京国立近代美術館に勤務、美術課長

などを歴任、 1982年文化庁文化財保護部企画官、 1986年か

ら国立国際美術館長。著書「近代絵画のみかた」等多数。

近
年
、
地
域
の
活
性
化
が
話
題
に
な
る
こ
と

が
多
く
、
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
や
努
力
が

な
さ
れ
て
い
る
。
美
術
と
の
関
連
で
い
え
ば
、

彫
刻
の
あ
る
街
づ
く
り
や
、
大
小
規
模
の
美
術

館
の
開
設
な
ど
が
拳
げ
ら
れ
る
。
六
月
に
水
戸

市
で
総
会
を
開
催
し
た
全
国
美
術
館
会
識
の
加

]
盟
館
が
二
五
〇
館
に
の
ぼ
り
、
毎
年
一
〇
館
以

上
の
新
加
入
が
続
く
な
ど
、
当
分
増
加
の
一
途

を
た
ど
り
そ
う
で
あ
る
。

こ
ど
し
二
月
、
沖
縄
に
は
じ
め
て
の
公
立
美

地域の活性化について

エ
ッ
セ
イ

三
木
多
聞

術
館
が
開
設
し
た
。
浦
添
市
美
術
館
で
あ
る
。

な
ぜ
那
覇
で
な
く
浦
添
に
な
の
か
、
少
し
疑
問

を
も
ち
な
が
ら
訪
れ
た
。
人
口
七
万
人
あ
ま
り

の
浦
添
市
は
、
も
と
琉
球
王
朝
の
所
在
地
で
、

歴
史
あ
る
都
市
で
あ
る
。
開
館
記
念
展
は
文
化

庁
が
巡
回
す
る
「
現
代
美
術
選
抜
展
」
で
あ
っ
た

が
、
地
域
と
密
着
し
た
琉
球
漆
器
を
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
心
に
し
た
い
意
向
と
い
う
。
建
築
家

内
井
昭
蔵
氏
の
特
色
あ
る
設
計
に
よ
る
こ
の
美

術
館
を
、
沖
縄
文
化
の
セ
ン
タ
ー
に
し
た
い
と
、

f
'
ぶ
魯
塁
喝
汀
ぱ
喝
予
＇
，
＼

ら
、
城
田
孝
一
郎
、
澄
川
喜
一
、
掛
井
五
郎
、

手
塚
登
久
夫
、
山
本
正
道
ら
実
力
派
中
堅
作
家

ま
で
日
本
の
現
代
彫
刻
を
代
表
す
る
一

0
名
の
、

抽
象
，
．
具
象
作
品
を
設
置
し
、
市
民
の
日
常
生

活
の
中
に
す
ぐ
れ
た
現
代
彫
刻
を
同
化
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
人
口
五
万
人
あ
ま
り
の
鳥
取
県
倉

吉
市
で
も
同
様
の
「
緑
の
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
展
覧

会
を
開
催
し
て
彫
刻
を
設
置
す
る
例
と
し
て
、

愛
知
県
東
海
市
の
「
東
海
・
鉄
に
よ
る
都
市
彫

刻
大
賞
展
」
や
福
井
県
美
浜
町
の
「
美
浜
国
際

野
外
彫
刻
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
展
」
な
ど
、
そ
れ
ほ

ど
規
模
の
大
き
く
な
い
自
治
体
で
も
注
目
す
べ

き
動
き
が
見
ら
れ
る
。

そ
う
い
え
ば
、
今
日
全
国
的
に
盛
ん
に
な
っ

て
い
る
野
外
彫
刻
展
の
先
駆
と
し
て
知
ら
れ
る

「
全
国
野
外
彫
刻
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
展
」
を
一

九
六
三
年
に
開
催
し
た
山
口
県
宇
部
市
は
当
時

人
ロ
一
六
万
人
の
都
市
で
あ
っ
た
。
人
口
、
規

模
に
応
じ
て
各
地
域
の
特
色
あ
る
活
性
化
の
試

み
が
期
待
さ
れ
る
。
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▽
教
育
委
員
会
は
、
日
ご
ろ
ど
の
よ
ぅ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
も
工
夫
し
た
っ

な
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、
知
ら
れ
て
も
り
で
す
。

い
な
い
面
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
▽
皆
様
方
の
と
こ
ろ
の
教
育
長
さ
ん
の

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
月
号
は
、
”
新
し
写
真
と
一
言
、
教
育
委
員
会
の
キ
ャ
ッ

い
時
代
の
教
育
委
員
会
”
と
い
う
特
集
チ
フ
レ
ー
ズ
は
い
か
が
で
し
た
か
。

を

組

み

ま

し

た

。

▽

長

い

夏

休

み

も

終

わ

り

、

元

気

な

顔

▽
教
育
委
員
会
が
、
生
涯
学
習
へ
の
取
が
教
室
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
で
し
ょ
う

組
み
や
地
域
住
民
の
文
教
行
政
に
対
す
か
。
教
室
は
夏
休
み
の
楽
し
い
話
で
に

る
要
望
を
、
ど
の
よ
う
に
行
政
に
反
映
ぎ
わ
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

さ
せ
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
な
ど
‘
来
春
卒
業
を
控
え
て
い
る
生
徒
は
、

新
し
い
時
代
に
対
応
し
よ
う
と
し
て
ぃ
各
々
の
進
路
決
定
に
真
剣
に
取
り
組
む

る
姿
勢
を
理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
時
季
と
な
り
ま
し
た
。
一
生
の
こ
と
で

い

で

す

。

す

、

自

分

を

し

っ

か

り

見

つ

め

た

上

で

、

▽
ま
た
、
各
教
育
委
員
会
の
キ
ャ
ッ
チ
先
生
や
父
母
な
ど
に
も
十
分
相
談
し
て
、

フ
レ
ー
ズ
、
教
育
長
の
顔
写
真
と
一
言
、
最
良
の
進
路
を
決
め
て
ほ
し
い
も
の
で

あ
る
教
育
長
の
一
週
間
を
日
誌
風
に
取
す
。

(

s

.

K

)

り
上
げ
、
教
育
委
員
会
が
身
近
に
感
じ
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